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円
珍
請
来
の
菩
提
流
志
訳

『
不
空
間
絹
索
経
』

一
巻
に
つ
い
て

愛

宕

邦

康

l孟

じ

め

後
の
天
台
宗
第
五
世
座
主
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
八
九
一
年
）
は
、
八
五
三
年
か
ら
八
五
八
年
ま
で
の
六
年
間
、
入
唐
し
て
多

数
の
典
籍
類
を
蒐
集
し
た
。
そ
の
主
た
る
も
の
を
載
録
し
た
「
智
証
大
師
請
来
日
録
』
（
八
五
八
年
）
に
は
、
大
乗
経
律
論
部
の
四
つ

目
の
典
籍
類
と
し
て

（

1）
 

不
空
霜
索
経
一
巻
菩
提
流
志

の
経
典
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
不
空
語
索
経
典
、
所
謂
「
不
空
霜
索
経
」
の
略
称
が
用

い
ら
れ
る
経
典
は
、
『
不
空
霜
索
呪
心
経
』

一
巻
と
『
不
空
絹
索
神
変
真
言
経
」
三
十
巻
の
二
種
が
存
在
し
て
お
り
、
は
た
し
て
こ
の

円
珍
の
記
す
「
不
空
罵
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が

O
菩
提
流
志
訳
『
不
空
崩
索
呪
心
経
』

巻
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嶺
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の
何
れ
を
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
今
以
っ
て
明
白
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
円
珍
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た

「
不
空
罵
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
何
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

先
行
ニ
目
録
に
載
録
さ
れ
る
「
不
空
羅
索
陀
羅
尼
経
一
巻
」
と
の
関
係

『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
挙
げ
ら
れ
る
「
不
空
語
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
何
だ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
際
、
ま
ず
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
円
珍
が
編
録
し
た
二
種
の
請
来
目
録
に
載
録
さ
れ
る

（

2）
 

不
空
絹
索
陀
羅
尼
経
一
巻

と
の
関
係
で
あ
る
。
円
珍
は
在
唐
中
、
『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
の
他
に
も

①
『
開
元
寺
求
得
経
疏
記
等
目
録
』
（
八
五
三
年
）

② 

福
少N
J皿
州
A 
t::I 

州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等
目

墾

八
五
四
年

③
『
青
龍
寺
求
法
目
録
』
（
八
五
五
年
）

④
『
日
本
比
丘
円
珍
入
唐
求
法
目
録
』
（
八
五
七
年
）

の
請
来
目
録
を
編
録
し
た
。
こ
の
内
、
①
『
開
元
寺
求
得
経
疏
記
等
目
録
』
と
②
「
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等
目
録
』

の
二
種
に
は
「
不
空
頴
索
陀
羅
尼
経
一
巻
」
の
経
典
名
が
記
載
さ
れ
、
後
述
す
る
様
に
今
日
多
く
の
研
究
者
は
、
こ
の
「
不
空
調
索
陀

羅
尼
経
一
巻
」
と
「
不
空
輯
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
の
想
定
の
上
に
議
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
は
た
し
て
本
当
に
こ
の
両
経
は
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
『
智
証
大
師
請
来
目
録
」
と
先
行
四
目



録
と
の
編
録
方
針
の
相
違
な
ど
に
着
目
す
る
事
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
事
と
す
る
。

「
智
証
大
師
請
来
日
録
」
は
、
冒
頭
の

円珍請来の菩提流志訳『不空縞索経』一巻について

雑両
砕京
経両
論漸
党嶺
爽南
目福
録建
等道
。等

前巡
後遊
線
計伝
捧得
｛百大
障小
拾二
霊乗
本経
堂律
仔論
巻伝
。記

道
具並
法大
物縮
等持
教
都墨
計茶
室羅
拾禎
陸
部天

並自
謹頓
具教
二文
名
目及
如者

左玄章
。疏

抄
記

の
記
述
の
如
く
、
六
年
の
在
唐
期
間
に
蒐
集
し
た
典
籍
類
の
全
て
を
対
象
に
編
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
目
録
の
聖
護
院
所
蔵

本
の
奥
書
き

（

4）
 

此
求
法
目
録
一
巻
。
謹
送
一
一
上
太
政
大
閣
下
一
伏
奉
レ
結
一
来
縁
一
。
日
本
天
安
三
年
歳
次
己
卯
四
月
十
八
日
。
僧
円
珍
録
上
。

か
ら
は
、
帰
国
後
の
貞
観
元
年
（
天
安
三
年
、
八
五
九
年
）
、
最
大
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
時
の
太
政
大
臣
藤
原
良
房
（
八

O
四
｜
八
七

二
年
）
に
呈
上
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
事
が
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
が
円
珍
の
唐
に
お
け
る
典
籍
類
蒐
集
活
動

の
集
大
成
と
し
て
編
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
明
言
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
先
行
四
目
録
は
、
〔
表
1
〕
の
如
く

何
れ
も
一
定
期
間
に
特
定
の
寺
院
や
地
域
で
求
得
し
た
典
籍
類
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
編
録
方
針
は
大
き
く
趣
き
を
異
に

し
て
い
る
。
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に

（

5）
 

綿
計
大
小
乗
七
十
一
本
一
百
二
十
三
巻
。
並
本
寺
目
録
闘
本
。
於
一
一
天
台
山
国
清
寺
並
福
州
開
元
寺
一
請
レ
本
抄
得
。

と
天
台
山
国
清
寺
、
福
州
開
元
寺
で
求
得
し
た
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
七
十
一
種
百
二
十
三
巻
の
典
籍
類
の
内
、
天
台
山
国
清
寺
で
求
得

し
た
典
籍
類
を
ま
と
め
た
④
『
日
本
比
丘
円
珍
入
唐
求
法
目
録
』
や
、
福
州
開
元
寺
で
求
得
し
た
典
籍
類
を
ま
と
め
た
①
「
開
元
寺
求

27 

得
経
疏
記
等
目
録
』
、
②
「
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等
目
録
』
に
載
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
わ
ず
か
十
三
種
十
八
巻

（

6）
 

に
過
ぎ
な
い
点
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
先
行
四
目
録
の
一
つ
一
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
品
と
な
る
べ
く
在
唐
期
間
を
通
じ
て
順
次
補
足
が
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〔表1〕先行回目録に載録される典籍類の蒐集期間と蒐集場所

④ ③ ② ① 

日

施主法青 費喜揖量
開

比丘本 7寺求G 請

珍円
目 ~fi

疏得経

来

録目 醤自 目入 求

唐求法
得 等記 録
経
律 録目 名

録目 論
疏

空中 唐大中 唐大中 唐大中

年九
)¥. 七

一 年 年
年
八

（ 

)¥. 
八

)¥. 蒐
五 五 五

五 五 四 集
七 年 年 年
年

） 

十 九
期

十 一 月 月
月 月 七 間

ま 十 日 十
で 五 ま
日 で 日
ま ま
で で

長安

長安青龍寺

福州 福州

開
蒐

天4口A、 温州 I寺G 

集
州4口A、

場

禅林寺

所

加
え
ら
れ
た
も
の
で
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
事
に
よ
っ
て
先
行
四
目
録
が
「
智
証
大
師
請
来
目
録
」
を
編
録
す
る
に
際
し
て

そ
の
下
地
と
な
る
べ
く
中
途
報
告
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
捕
え
る
事
も
可
能
と
な
ろ
う
。

さ
て
小
野
勝
年
氏
は
こ
れ
等
先
行
四
目
録
の
内
、
①
『
開
元
寺
求
得
経
疏
記
等
目
録
』
と
②
『
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外

書
等
目
録
』
の
二
種
に
記
載
さ
れ
る
「
不
空
縞
索
陀
羅
尼
経
一
巻
」
こ
そ
、
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
挙
げ
ら
れ
た
「
不
空
霜
索
経

（

7）
 

一
巻
菩
提
流
志
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
問
題
の
「
不
空
嬬
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
菩
提
流
志
訳
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
に



対
し
て
、
『
不
空
調
索
陀
羅
尼
経
』

一
巻
は
李
無
諸
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
全
く
異
な
る
経
典
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
李
無
諸
訳
『
不
空

縞
索
陀
羅
尼
経
』

一
巻
が
、

一
切
明
主
不
空
絹
索
自
在
王
陀
羅
尼
の
功
徳
や
諸
種
の
成
就
法
を
説
く
経
典
と
し
て
既
に
奈
良
期
よ
り
広

く
浸
透
し
て
い
た
事
を
考
え
れ
ば
、
「
不
空
語
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
李
無
語
訳
「
不
空
語
索
陀
羅
尼
経
』

一
巻
を
指
し
て
い
た
可
能

円珍請来の菩提流志訳『不空縞索経J一巻について

性
は
明
ら
か
に
否
定
さ
れ
て
よ
い
。

一
方
、
や
は
り
「
不
空
霜
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
と
「
不
空
白
絹
索
陀
羅
尼
経
一
巻
」
の
両
経
が
同

一
の
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
石
田
尚
豊
氏
は
、
二
種
の
先
行
目
録
の
「
不
空
罵
索
陀
羅
尼
経
一
巻
」
の
記
述
は
李
無
諸
訳
「
不

空
語
索
陀
羅
尼
経
』

一
巻
を
指
す
の
で
は
な
く
、
陀
羅
尼
（
呪
）
を
説
く
不
空
頴
索
経
典
の
通
称
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

（

8）
 

一
巻
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
も
「
不
空
霜

の
見
解
の
下
、
菩
提
流
志
訳
『
不
空
頴
索
呪
心
経
」

索
呪
心
経
』

一
巻
が
『
不
空
霜
索
神
変
真
言
経
』
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
る
「
母
陀
羅
尼
真
言
序
品
第
こ
の
抄
出
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
何
故
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
陀
羅
尼
（
呪
）
を
説
く
不
空
語
索
経
典
が
『
不
空
羅
索
呪
心
経
』

一
巻
に
特
定
で
き
る

の
か
明
ら
か
で
な
く
、
論
理
的
に
か
な
り
の
飛
躍
が
認
め
ら
れ
る
様
に
思
わ
れ
る
。

た
し
か
に
『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
が
単
純
に
先
行
四
目
録
か
ら
抜
粋
す
る
事
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
不
空
霜
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
も
当
然
先
行
四
目
録
の
何
れ
か
に
載
録
さ
れ
て
い
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

（

9）
 

か
し
な
が
ら
先
行
四
目
録
に
載
録
さ
れ
る
典
籍
類
と
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
載
録
さ
れ
る
典
籍
類
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
〔
表

2
〕
の
如
く
決
し
て
そ
う
と
も
言
え
な
い
事
が
明
言
さ
れ
る
。
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
は
計
四
百
四
十
四
種
の
典
籍
類
が
載
録
さ

れ
、
そ
の
内
四
分
の
三
に
相
当
す
る
三
百
四
十
一
種
が
先
行
回
目
録
に
挙
げ
ら
れ
る
典
籍
類
と
重
複
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
実
に
百
三

種
に
及
ぶ
典
籍
類
が
『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
智
証
大
師
請
来
日
録
』

29 

が
決
し
て
単
純
に
先
行
四
目
録
か
ら
抜
粋
す
る
事
に
よ
り
編
録
さ
れ
た
も
の
で
な
い
事
が
明
白
と
な
り
、
「
智
証
大
師
請
来
日
録
』
に
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挙
げ
ら
れ
る
「
不
空
間
絹
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
先
行
四
目
録
に
載
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
十
二
分
に
有
り
得
る
事
が
証
明

さ
れ
る
。
ま
た
逆
に
、
先
行
四
目
録
に
挙
げ
ら
れ
た
典
籍
類
の
中
か
ら
「
智
証
大
師
請
来
日
録
』
編
録
に
際
し
て
九
十
八
種
が
除
外
さ

れ
て
い
る
点
を
思
え
ば
、
決
し
て
「
智
証
大
師
請
来
日
録
』
に
円
珍
請
来
典
籍
類
の
全
て
が
載
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
事
が
明

ら
か
と
な
り
、
先
行
二
目
録
に
載
録
さ
れ
る
「
不
空
羅
索
陀
羅
尼
経
一
巻
」
が
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
お
い
て
除
外
さ
れ
た
可
能

性
も
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
両
氏
が
主
張
さ
れ
る
様
な
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
の
「
不
空
罷
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
と
先
行
二
目

録
の
「
不
空
絹
索
陀
羅
尼
経
一
巻
」
が
同
一
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
決
し
て
な
い
事
が
断
言
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔表2〕先行回目録に載録される典籍類と『智証大師請来目録」に載録される典籍類との比較

れ「
先行る智

類典籍 師証大
四

録目
請
来

載録目
録 さ
』＝ れ

る

載
類典籍鋸

さ

総 総

444 437 

数 数

先 る『
行 も智
四 の証

録目
大

341 339 師

先行
と 語

重複す
来
日

員
録

る 』＝

も と
の 重

む 複
） 

す

も先 れ『
の行 て智
四 ぃ証

目 な大
録 i E師

103 98 
も請

載録
の来
目

さ 録
れ

』＝

て
Lミ 載
な 録
L、 さ



円
珍
の
典
籍
類
蒐
集
姿
勢

円珍請来の菩提流志訳『不空穎索経』一巻について

と
こ
ろ
で
円
珍
の
請
来
し
た
典
籍
類
は

O
最
澄
（
七
六
七
i
八
二
二
年
、
天
台
宗
、
在
唐
期
間
八
O
四
！
八
O
五
年
）

O
空
海
（
七
七
四
l
八
三
五
年
、
真
言
宗
、
在
唐
期
間
八
O
四
l
八
O
六
年
）

O
円
行
（
七
九
九
l
八
五
二
年
、
真
言
宗
、
在
唐
期
間
八
三
八
｜
八
三
九
年
）

O
常
暁
（

ー
八
六
六
年
、
真
一
吉
一
回
宗
、
在
唐
期
間
八
三
八

i
八
三
九
年
）

O
円
仁
（
七
九
四
｜
八
六
四
年
、
天
台
宗
、
在
唐
期
間
八
三
八

i
八
四
七
年
）

O
恵
運
（
七
九
八

l
八
六
九
年
、
真
言
宗
、
在
唐
期
間
八
四
二
？
｜
八
四
七
年
）

な
ど
先
輩
入
唐
僧
の
請
来
し
た
典
籍
類
と
多
数
重
複
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
如
何
な
る
事
か
円
珍
は
未
請
来
典
籍
類

を
請
来
す
る
事
に
こ
そ
意
義
を
見
出
す
他
の
入
唐
僧
と
は
異
な
り
、
既
に
我
が
国
に
請
来
さ
れ
て
い
る
典
籍
類
を
数
多
く
改
め
て
持
ち

帰
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
・
も
っ
と
も
乙
の
一
見
奇
妙
と
も
思
わ
れ
る
円
珍
の
行
動
が
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
事
は
、
石
田
氏
も
指
摘
さ

（担

れ
る
通
り
帰
国
後
の
元
慶
六
年
（
八
八
三
年
）
、
円
珍
が
長
安
大
興
善
寺
の
智
慧
輪
に
宛
て
た
典
籍
類
送
附
依
頼
の
書
簡
「
上
智
慧
輪

三
蔵
書
』
に
よ
っ
て
も
合
点
が
行
く
。
円
珍
は
こ
の
書
簡
に
お
い
て
や
は
り
多
数
の
既
存
典
籍
類
を
含
む
六
十
余
種
を
要
請
す
る
と
共

に
、
そ
れ
等
一
つ
一
つ
の
要
請
理
由
を
脚
注
と
し
て
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
る
要
請
理
由
を
具
体
的
に
分
析

31 

す
る
事
に
よ
っ
て
円
珍
が
既
存
典
籍
類
を
蒐
集
し
た
意
図
は
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
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『
上
智
慧
輪
三
蔵
書
』
に
お
い
て
円
珍
が
要
請
し
た
典
籍
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
理
由
か
ら
以
下
の
三
つ
に
分
類
す
る
事
が
可
能

と
な
る
。

一
つ
目
は
我
が
国
未
請
来
の
も
の
で
あ
り
、

（旦

因
明
慈
恩
読
科
文
一
本
此
土
無
レ
本
。

ゃ
、
中
巻
の
み
を
要
請
す
る

（辺

因
明
義
翼
一
巻
中
巻
。
其
上
下
此
土
有
レ
本
。

な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
二
つ
目
は
既
存
典
籍
類
で
あ
る
が
未
だ
善
本
の
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は

（辺

都
部
陀
羅
尼
目
一
巻
此
土
有
レ
本
。
多
不
レ
正
。
又
法
数
有
レ
娘
。

ゃ
、
唐
員
元
二
十
一
年
（
八

O
五
年
）

の
最
澄
以
降
、
数
人
の
入
唐
僧
が
請
来
し
た
も
の
の
未
だ
善
本
が
存
在
し
な
い
と
す
る

（

H
O
 

玉
価
恒
跨
羅
経
三
巻
此
経
従
一
一
貞
元
末
年
一
伝
。
有
一
多
本
一
。
而
多
不
レ
正
。
未
得
レ
決
レ
之
。
仰
請
一
正
本
。

な
ど
が
該
当
す
る
。
三
つ
目
は
や
は
り
既
存
典
籍
類
で
あ
る
が
、
他
宗
僧
の
所
持
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
披
見
も
ま
ま
な
ら
な
い
典
籍

類
で
あ
り
、
以
上
於
青
龍
真
和
上
慮
－
学
法
僧
将
来
。
而
身
辺
無
レ
本
。
伯
請
レ
之
。

（日）

と
長
安
青
龍
寺
義
真
の
所
か
ら
真
言
宗
の
恵
運
が
請
来
し
た
が
、
身
辺
に
な
い
た
め
要
請
し
た
と
但
し
書
き
さ
れ
る
十
六
種
、
そ
し
て

己
上
開
成
年
従
一
一
揚
州
文
環
師
慮
一
有
僧
将
来
。
又
此
土
有
。

（日）

と
唐
開
成
四
年
（
八
三
九
年
）
に
栖
霊
寺
文
燦
の
所
か
ら
真
言
宗
の
常
暁
が
請
来
し
た
と
記
述
さ
れ
る
七
種
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
す

な
わ
ち
円
珍
が
既
に
我
が
国
に
多
数
存
在
し
て
い
る
典
籍
類
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
敢
え
て
送
附
を
要
請
し
て
い
る
背
景
に
は
、
既

存
典
籍
類
と
離
も
未
だ
善
本
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
、
或
い
は
他
宗
僧
の
所
持
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
披
見
も
適
わ
な
い
と
い
う



理
由
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
そ
れ
等
円
珍
が
要
請
す
る
既
存
典
籍
類
の
中
に
、
嘗
て
自
ら
が
そ
の
帰
国
に
際
し
て
請
来
し
た
典
籍
類
も
数

種
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
前
掲
『
玉
晒
但
跨
羅
経
』
三
巻
の
円
珍
所
持
本
の
奥
書
き
に
は
、

円珍請来の菩提流志訳 f不空漏索経』一巻について

在
レ
唐
三
度
勘
也
。
又
先
在
本
国
一
亦
三
遍
勘
。
而
未
遇
正
本
－
。
但
在
レ
唐
勘
略
伝
持
。
猶
未
称
レ
意
。
後
学
留
レ
意
得
レ
正

与
レ
詳
幸
甚
。
貞
観
十
三
年
五
月
一
一
十
六
日
円
珍
記
。
更
与
慈
覚
大
師
本
一
対
勘
好
慮
不
レ
少
。
若
彼
本
闘
填
レ
之
。
為
彼
此
倶

（口）

得
レ
正
故
。
覧
者
知
レ
之
。
六
月
十
日
沙
門
珍
記
。

と
入
唐
前
、
在
唐
時
に
そ
れ
ぞ
れ
三
度
ず
つ
校
勘
し
た
も
の
の
未
だ
善
本
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
や
は
り
善
本
と
は
一
言
い
難

い
円
仁
請
来
本
と
照
合
す
る
事
に
よ
り
暫
定
的
に
補
っ
て
ほ
し
い
旨
が
後
学
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
円
珍
が
徹
底
的

な
調
査
に
よ
っ
て
善
本
を
博
捜
し
続
け
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
既
存
典
籍
類
を
請
来
し
て
い
る
と
い
う
円
珍
の
行
動
が
、
少
な

く
と
も
調
査
不
足
に
由
来
す
る
も
の
で
な
い
事
は
明
言
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四

「
不
空
霜
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
の
請
来
理
由

然
ら
ば
「
不
空
霜
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
は
如
何
な
る
理
由
か
ら
請
来
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
円
珍
の
典
籍
類
蒐
集
活
動
が
綿
密

な
る
調
査
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
前
章
に
明
白
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て

「
不
空
語
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
に
お
い
て
も
、
請

来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
明
瞭
な
理
由
が
存
在
し
て
い
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
様
な
観
点
か
ら
今
一
度
『
智
証
大
師
請
来
日

33 

録
」
を
見
直
す
と
、
「
不
空
間
絹
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」

の
請
来
理
由
と
し
て
、
他
七
十
種
の
典
籍
類
と
共
に
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（話

線
計
大
小
乗
七
十
一
本
一
百
二
十
三
巻
。
並
本
寺
目
録
関
本
。

で
あ
っ
た
事
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
不
空
絹
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
そ
れ
ま
で
延
暦
寺
に
存
在
し
な
い
欠
本
で
あ

っ
た
た
め
に
請
来
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
円
珍
が
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
は
た
し
て
当
時
の
延
暦
寺
に
存
在
し
な
か
っ
た

「
不
空
絹
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
と
は
、
『
不
空
霜
索
呪
心
経
」

一
巻
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
或
い
は
「
不
空
語
索
神
変
真
言
経
」
三
十

巻
の
内
の
一
巻
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
前
掲
六
名
の
先
輩
入
唐
僧
の
内
、
「
不
空
霜
索
呪
心
経
』

一
巻
を
請
来
し
た
者
が
皆
無
で
あ
る
の
に
対
し
て
「
不
空
嶺
索

神
変
真
言
経
」
三
十
巻
の
場
合
は
多
少
趣
き
が
異
な
っ
て
お
り
、

（問）

O
空
海
（
真
言
宗
）

l
第
六
巻
、
第
二
十
巻（却）

O
円
行
（
真
言
宗
）
｜
第
六
巻
、
第
三
十
巻
（忽

O
円
仁
（
天
台
宗
）
｜
第
六
巻
、
第
七
巻

の
三
名
が
何
れ
も
二
巻
ず
つ
を
請
来
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
不
空
縄
索
呪
心
経
」

一
巻
の
存
在
が
、
「
正
倉
院
文
書
』
な
ど
か
ら
奈
良

期
に
は
既
に
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
不
空
嬬
索
神
変
真
言
経
』
三
十
巻
の
場
合
は
宝
亀
五
年
（
七
七
四
年
）
十
月
十

七
日
類
収
「
写
経
目
録
』
の
記
載

不
空
嬬
索
神
変
真
言
経
三
軟
骨
巻
欠
第
六
第
匂

の
如
く
、
第
六
巻
と
第
三
十
巻
の
二
巻
が
我
が
国
に
存
在
し
な
か
っ
た
事
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
、
九
十
四
例
に
及
ぶ
『
正

倉
院
文
書
』
の
『
不
空
縄
索
神
変
真
言
経
』
三
十
巻
関
連
記
事
の
内
か
ら
巻
数
の
判
別
が
可
能
な
も
の
を
抜
粋
し
た
〔
表
3
〕
を
見
て

も
、
た
し
か
に
宝
亀
六
年
（
七
七
五
年
）
九
月
十
三
日
『
出
雲
乎
麻
呂
子
実
」
に



〔衰
3
〕
「
正
倉
院
文
書
』
に
見
ら
れ
る
「
不
空
調
索
神
変
真
言
経
』
三
十
巻
関
連
記
事
の
肉
、
明
確
に
巻
数
の
判
別
で
き
る
も
の

円珍請来の菩提流志、訳『不空絹索経J一巻について
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物
部
道
成
子
実

五

五

O
物
部
道
成
手
実

五
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一
九

O
物
部
道
成
手
実

五
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一
九

O
金
月
足
手
実

五
・
二
六
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成
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実

ハ
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七

O
若
倭
部
益
国
手
実
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二
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一
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九
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縄
索
経
初
帳
第
八
十
七
。

（忽

一
貫
一
。
六
廿
六
。
七
廿
一
。
十
十
六
。

と
第
六
巻
書
写
の
記
載
が
一
例
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
第
六
巻
、
第
三
十
巻
の
二
巻
を
欠
巻
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

無
論
、
欠
巻
で
あ
る
第
六
巻
と
第
三
十
巻
の
二
巻
を
正
確
に
請
来
し
て
い
る
の
は
円
行
唯
一
人
で
あ
り
、
空
海
と
円
仁
が
第
三
十
巻

で
は
な
く
、
第
二
十
巻
と
第
七
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
点
は
さ
ら
に
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
空
海
に
限
っ
て
言
え

ぱ
、
『
御
請
来
目
録
』
に

（
則
。

不
空
絹
索
真
言
経
二
巻
第
六
巻
第
二
十
巻
。
コ
一
十
巻
中
関
本
。

と
記
載
し
、
さ
ら
に
こ
の
「
不
空
語
索
神
変
真
言
経
』
二
巻
を
含
む
こ
十
四
種
の
典
籍
類
の
名
を
列
挙
し
た
後
に
も

右
二
十
四
種
九
十
七
部
。
或
近
訳
未
伝
一
一
此
間
一
。
或
蓄
訳
名
来
実
一
闘
。
古
人
所
一
未
伝
一
略
在
一
一
斯
中
（
点

と
続
け
て
い
る
事
、
ま
た
空
海
の
弟
子
円
行
が
改
め
て
第
六
巻
と
第
三
十
巻
の
二
巻
を
持
ち
帰
っ
て
以
降
、
恵
運
、
宗
叡
（
八

O
九
l

八
八
四
年
）
と
、
真
言
宗
入
唐
憎
の
「
不
空
絹
索
神
変
真
言
経
』
の
請
来
が
途
絶
え
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
空
海
の
誤
解
に
よ
り
第
三

十
巻
と
第
二
十
巻
を
取
り
違
え
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
円
仁
の
第
七
巻
請
来
の
意
図
に
つ
い
て
は
明
白
で
な
い
が
、

『
山
家
要
記
浅
略
』
（
一
四
O
八
年
）
に
は
、

匡
房
卿
記
云
。
清
和
天
皇
外
祖
忠
仁
公
慈
覚
大
師
問
日
。
何
仏
在
一
速
疾
頓
成
之
誓
願
一
。
大
師
答
日
。
観
音
悲
願
甚
深
也
。
重

問
目
。
六
観
音
何
最
乎
。
答
日
。
如
レ
云
二
聞
名
及
見
身
心
念
不
空
過
一
者
不
空
縞
索
第
一
也
。
子
レ
時
右
相
府
励
一
一
絶
誠
之
志
一
。

合
二
欽
哲
之
掌
一
。
即
以
二
白
銀
鏡
純
銀
宝
一
。
庚
午
夏
暦
仲
呂
初
旬
。
以
レ
手
所
一
一
鋳
造
一
不
空
絹
索
小
像
一
躯
。
二
脅
小
像
。
斯

（怨

願
偏
為
レ
令
レ
祈
二
皇
子
之
宝
酔
一
也
突
。
心
念
一
一
不
空
過
之
大
願
一
知
レ
望
。
同
十
一
月
廿
五
日
。
惟
仁
親
王
立
ニ
太
子
一
。

と
円
仁
帰
国
か
ら
三
年
後
の
嘉
祥
三
年
（
八
五

O
年
）
四
月
初
旬
、
藤
原
良
房
（
忠
仁
公
）
が
円
仁
の
意
見
を
容
れ
、
誕
生
し
た
ば
か



り
の
惟
仁
親
王
（
清
和
天
皇
、
八
五
O
i八
八
O
年
）
の
宝
砕
を
祈
願
す
る
た
め
不
空
縞
索
観
音
像
を
鋳
造
し
た
事
が
記
さ
れ
て
お
り
、

円
仁
が
特
に
不
空
間
編
索
観
音
に
着
目
し
て
い
た
事
が
窺
え
る
。
ま
た
玄
防
（

七
四
六
年
）
に
よ
っ
て
天
平
七
年
（
七
三
五
年
）
、

初
め
て
我
が
国
に
請
来
さ
れ
た
『
不
空
縞
索
神
変
真
言
経
』
三
十
巻
は
前
述
の
如
く
時
を
経
ず
し
て
第
六
巻
と
第
三
十
巻
の
二
巻
が
散

円珍請来の菩提流志訳『不空穎索経JJ 巻について

の
『
種
々
観
世
音
並
癒

（幻）

用
色
紙
注
文
』
や
『
有
名
無
実
経
目
録
』
な
ど
に
は
通
読
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
「
有
名
無
実
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

逸
し
た
ば
か
り
か
、
残
る
二
十
八
巻
も
決
し
て
善
本
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
年
）

円
仁
入
唐
以
前
、
玄
防
請
来
典
籍
類
の
多
く
は
円
珍
が
「
大
毘
虚
遮
那
成
道
経
義
釈
目
録
縁
起
』
に

又
問
。
平
安
城
山
階
寺
或
名
興
福
有
一
一
本
。
此
玄
防
師
入
唐
将
来
。
昔
我
比
叡
祖
大
師
。
借
看
防
本
一
不
レ
堪
レ
可
レ
写
。
当

（お）

時
還
却
。
写
一
西
大
本
企
自
充
一
一
披
覧
一
。

と
記
す
通
り
、
最
澄
が
写
す
に
堪
え
な
い
と
酷
評
し
た

『
大
毘
虚
遮
那
成
道
経
義
釈
』
興
福
寺
所
蔵
本
と
同
様
の
状
態
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
予
て
よ
り
不
空
罵
索
観
音
に
関
す
る
様
々
な
修
法
に
も
着
目
し
て
い
た
円
仁
が
、
延
暦
寺
欠
本
で
あ
っ
た

第
六
巻
と
第
三
十
巻
以
外
に
、
不
空
王
護
摩
ゴ
一
昧
耶
成
就
法
を
説
く
「
護
摩
増
益
品
第
七
」
や
道
場
観
に
つ
い
て
詳
細
す
る
「
秘
密
潅

頂
品
第
八
」
を
収
め
る
第
七
巻
の
善
本
も
請
来
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
第
三
十
巻
の
み
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
る
事
も
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

何
れ
に
せ
よ
真
言
宗
が
円
行
の
帰
国
に
よ
っ
て
「
不
空
白
絹
索
神
変
真
言
経
』
三
十
巻
の
完
備
を
見
た
の
に
対
し
、
天
台
宗
は
円
仁
の

帰
国
を
以
っ
て
し
で
も
未
だ
第
三
十
巻
が
欠
巻
の
ま
ま
で
あ
り
、
円
珍
の
請
来
し
た
「
不
空
絹
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
、
す
な
わ
ち
「
智

証
大
師
請
来
目
録
』
に
「
並
本
寺
目
録
闘
本
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
『
不
空
縄
索
経
」

一
巻
が
、
「
不
空
霜
索
神
変
真
一
二
一
口
経
』
第
三
十

39 

巻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
こ
れ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



40 

五

天
台
宗
に
お
け
る
『
不
空
調
索
神
変
真
言
経
』
全
三
十
巻
の
完
備

と
こ
ろ
で
「
不
空
語
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
何
だ
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
上
で
、
今
一
つ
重
要
な
史
料
が
あ
る
。
円
珍
帰
国
か
ら

二
十
七
年
後
の
仁
和
元
年
（
八
八
五
年
）
、
天
台
宗
の
安
然
に
よ
っ
て
最
澄
、
空
海
、
円
行
、
常
暁
、
円
仁
、
恵
運
、
円
珍
、
宗
叡
の

所
謂
入
唐
八
家
の
請
来
典
籍
類
を
整
理
分
類
す
る
た
め
編
録
さ
れ
た
『
諸
阿
闇
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
諸

阿
闇
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
に
は
、

（

mg 

不
空
羅
索
神
変
真
言
経
三
十
巻
貞
元
円
差
益
帆
。
敏
一
神
変
真
言
宇
一
。
菩
提
涜
志
。

と
、
八
八
五
年
の
時
点
に
お
い
て
円
覚
寺
、
党
釈
寺
の
天
台
宗
寺
院
に
「
不
空
嬬
索
神
変
真
言
経
」
全
三
十
巻
が
完
備
さ
れ
て
い
た
事

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
円
仁
が
第
六
巻
と
第
七
巻
を
携
え
て
帰
国
（
八
四
七
年
）
し
て
か
ら
『
諸
阿
闇
梨
真
言
密
教
部
類
総

録
』
編
録
（
八
八
五
年
）
ま
で
の
三
十
九
年
間
に
、
延
暦
寺
に
程
近
い
天
台
宗
寺
院
に
欠
巻
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
不
空
縄
索
神
変
真
言

経
』
第
三
十
巻
が
も
た
ら
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
等
は
何
れ
も
「
不
空
縄
索
経
』
の
略
称
（
触
手
神
変
真
言
字
）
で
表
記
さ
れ
て
い
た

事
を
安
然
が
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
諸
阿
闇
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』
は
、

（初
U

不
空
縞
索
神
変
真
言
経
二
巻
六
七
。
海
行
仁
。

方
で

と
、
空
海
、
円
行
、
円
仁
が
実
際
に
は
第
六
巻
と
第
二
十
巻
、
第
六
巻
と
第
三
十
巻
、
第
六
巻
と
第
七
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
二
巻
ず

つ
を
請
来
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
名
が
等
し
く
第
六
巻
と
第
七
巻
の
二
巻
を
請
来
し
た
と
し
て
扱
っ
て
い
る
点
な
ど
、
そ
の

信
頼
性
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
の
も
事
実
と
（
言
え
る
。
ま
た
は
た
し
て
『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
載
録
さ
れ
る
「
不
空
絹
索
経
一



巻
菩
提
流
志
」
が
筆
者
の
推
測
す
る
通
り
「
不
空
需
索
神
変
真
言
経
』
第
三
十
巻
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
『
諸
阿
闇
梨
真
言
密
教

部
類
総
録
』
に
「
不
空
語
索
神
変
真
言
経
』
を
請
来
し
た
入
唐
僧
と
し
て
円
珍
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
も
問
題
視
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
目
録
に
お
け
る
厳
密
性
の
欠
如
が
、
何
れ
も
入
唐
八
家
の
請
来
典
籍
類
に
関
す
る
十
分
な
資
料
が
得
ら
れ

円珍請来の菩提流志訳『不空漏索経j一巻について

な
か
っ
た
事
に
由
来
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
自
ら
が
行
っ
た
円
覚
寺
、
党
釈
寺
の
所
蔵
典
籍
類
の
調
査
結
果
に

関
す
る
限
り
、

（忍

安
宅
神
呪
経
一
巻
亦
云
安
宅
呪
経
。
貞
一
冗
円
覚
欠
レ
注
。
楚
釈
有
レ
注
。

と
注
の
有
無
ま
で
確
認
し
て
い
る
点
や

（忽

仏
説
集
法
税
捨
苦
陀
羅
尼
経
一
巻
党
釈
関
本
。
今
有
録
中
載
レ
之
。

と
厳
密
に
所
蔵
目
録
と
照
合
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
そ
の
信
頼
性
は
疑
う
余
地
も
な
い
と
断
言
す
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
八
四
七
年
か
ら
八
八
五
年
ま
で
の
間
に
欠
巻
で
あ
っ
た
『
不
空
縞
索
神
変
真
言
経
』
第
三
十
巻
が
天
台
宗
へ
も
た
ら
さ
れ
、
し

か
も
そ
れ
等
が

『
不
空
縞
索
経
』
の
略
称
で
浸
透
し
て
い
た
事
を
窺
わ
せ
る
こ
の
「
諸
阿
闇
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
」
の
記
述
こ
そ
、

前
章
で
得
ら
れ
た
可
能
性
、
す
な
わ
ち
「
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
延
暦
寺
欠
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
不
空
語
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」

が
「
不
空
間
縞
索
神
変
真
言
経
』
第
三
十
巻
で
あ
っ
た
事
を
実
証
す
る
明
瞭
な
根
拠
と
位
置
づ
け
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
円
珍
に
『
不
空
間
縞
索
神
変
真
言
経
』
第
三
十
巻
を
請
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
存
在
し
た
事
は
、
次
の
点
か
ら

も
明
言
す
る
事
が
で
き
る
。
前
述
「
山
家
要
記
浅
略
』
の
記
述
の
如
く
円
仁
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
O
年
）
、
惟
仁
親
王
の
宝
砕
を
祈
願

す
る
た
め
良
房
に
不
空
絹
索
観
音
像
の
鋳
造
を
勧
め
た
。
し
か
し
藤
原
氏
の
不
空
霜
索
観
音
信
仰
は
さ
ら
に
湖
っ
て
確
認
す
る
事
が
可

41 

能
で
あ
り
、
『
興
福
寺
縁
起
』
（
九
O
O年
）
に
は
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南
円
堂

右
。
安
一
置
不
空
語
索
観
音
像
井
四
天
王
像
一
也
。
長
岡
右
大
臣
殊
発
一
大
願
」
所
レ
奉
レ
造
也
。
後
閑
院
贈
太
政
大
臣
。
以
一
一
弘
仁

四
年
一
造
二
立
円
堂
一
所
レ
安
二
置
尊
像
一
也
。
故
記
文
云
。
伏
惟
。
故
閑
院
贈
太
政
大
臣
大
関
下
。
構
4

仁
徳
一
以
為
レ
字
。
裁
一

忠
孝
一
以
為
レ
衣
。
在
レ
朝
則
関
白
之
輔
レ
君
。
帰
レ
栓
則
浄
名
之
愛
レ
道
。
震
先
考
長
岡
右
大
臣
太
殿
門
殊
発
夫
願
－
教
以
奉
レ

造
一
一
不
空
痛
索
観
音
尊
像
…
。
又
常
帰
依
妙
法
華
－
尊
重
至
深
。
渇
仰
至
篤
。
而
尊
容
功
畢
。
俄
以
安
置
法
門
」
感
生
未
レ
謹
一

講
演
遅
疑
之
問
。
舟
硲
忽
遷
失
。
大
閤
下
此
為
尊
レ
親
莫
レ
先
一
一
於
同
心
一
。
酬
レ
経
莫
レ
貫
一
於
延
志
」
。
的
占
二
勝
地
於
伽
藍
之

（お）

中
一
。
建
立
堂
宇
A

於
清
海
之
剃
一
。
遂
使
F
八
柱
円
堂
撞
↑
玉
担
非
而
表
レ
麗
。
八
骨
金
容
映
蓮
座
一
而
居
尊
等
。
云
云

と
祖
父
内
麻
呂
（
七
五
六
！
八
一
一
一
年
）
の
代
に
は
既
に
不
空
縄
索
観
音
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
円
仁

の
進
言
を
倹
つ
ま
で
も
な
く
、
良
房
に
と
っ
て
不
空
絹
索
観
音
は
既
に
藤
原
氏
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
興
福
寺
南
円
堂
に
－
杷
ら
れ
る
言
わ

ば
氏
寺
信
仰
の
対
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
円
仁
の
進
言
も
そ
の
辺
り
の
事
情
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
乙
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
良
房
に
よ
っ
て
不
空
霜
索
観
音
像
の
鋳
造
さ
れ
た
嘉
祥
三
年
（
八
五

O
年
）
が
、
円
仁
の
帰
国

し
た
承
和
十
五
年
（
八
四
八
年
）
三
月
二
十
六
日
か
ら
円
珍
が
都
を
出
発
す
る
嘉
祥
四
年
（
八
五
一
年
）
四
月
十
五
日
ま
で
の
三
年
間

（

M
O
 

に
相
当
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
木
内
発
央
氏
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
円
仁
と
円
珍
が
こ
の
期
間
に
頻
繁
に
接
触
し
て
い
た
事
は
、

円
珍
が
入
唐
す
る
以
前
、
大
日
知
来
飴
蔵
尊
法
を
学
び
帰
国
し
た
円
仁
か
ら
そ
の
随
行
儀
軌
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
事
を
窺
わ
せ
る
貞
観

十
三
年
（
八
九
一
年
）

の
『
勅
下
伝
法
規
牒
』
の
記
述

円
珍
在
レ
山
。
即
随
阿
闇
梨
円
仁
辺
一
。
学
大
日
知
来
胎
蔵
尊
法
・
。
入
長
安
岡
菓
一
法
全
阿
闇
梨
門
下
，
。
大
少
雄
レ
異
。



（お）

法
昧
唯
一
。

ゃ
、
「
胎
蔵
界
大
法
対
受
記
』
の
記
述

讃
岐
守
説
。
昔
与
一
珍
和
上
一
。
於
一
一
慈
覚
大
師
辺
受
一
A

随
行
儀
軌
一
之
時
。
所
レ
習
無
所
不
至
印
。
貞
観
十
九
年
三
月
二
十
二
日
。

円珍請来の菩提流志訳『不空濡索経j一巻について

授
二
安
然
一
云
。
虚
心
合
掌
。
横
屈
一
二
風
一
而
当
三
空
上
一
。
四
指
此
二
不
相
著
一
也
。
与
珍
座
主
共
学
レ
之
。
後
珍
和
上

（お）

入
レ
唐
週
日
語
目
。
彼
無
所
不
至
印
知
一
昔
所
一
レ
学
。
但
以
一
二
空
二
風
4

端
各
相
著
為
レ
正
。

（幻）

さ
ら
に
は
嘉
祥
三
年
（
八
五

O
年
）
、
当
時
定
心
院
十
禅
師
の
一
人
に
補
任
さ
れ
て
い
た
円
珍
が
、
円
仁
の
催
す
仁
寿
殿
で
の
文
殊
八

字
法
の
法
会
に
会
し
た
事
を
窺
わ
せ
る
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
三
年
（
八
五

O
年）

二
月
十
五
日
の
条
の
記
述

又
語
一
天
台
宗
座
主
前
入
唐
請
益
伝
燈
大
法
師
位
円
仁
及
定
心
院
十
禅
師
等
於
仁
寿
殿
一
。
令
ν
修
一
文
殊
八
字
法
一
。

か
ら
も
明
言
す
る
事
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
、
入
唐
し
た
円
珍
が
や
は
り
惟
仁
親
王
の
宝
酢
や
安
穏
息
災
を
各
地
で
祈
願
し
て

い
た
事
は
、
『
請
弘
伝
真
言
止
観
両
宗
官
牒
款
状
」
（
貞
観
五
年
、
八
六
三
年
）

の
唐
ヘ
携
行
し
た
砂
金
三
十
両
を
惟
仁
親
王
を
施
主
と

し
て
智
顕
の
墳
塔
や
国
清
寺
仏
殿
の
修
復
の
資
に
充
て
た
と
す
る
記
述

（お）

又
将
F
今
上
在
一
春
宮
一
目
。
送
一
一
供
智
者
大
師
影
一
砂
金
品
川
両
人
修
其
墳
塔
及
以
国
清
仏
殿
。

ゃ
、
『
弘
伝
真
言
止
観
両
宗
官
牒
』
（
貞
観
八
年
、
八
六
六
年
）

の
惟
仁
親
王
の
た
め
龍
興
寺
に
お
い
て
画
工
乃
慶
等
に
胎
蔵
金
剛
両
部

の
大
蔓
茶
羅
を
描
か
せ
た
と
す
る
記
述

（却）

兼
召
供
奉
画
工
一
d
慶
等
。
於
龍
興
寺
。
図
絵
今
上
御
願
曇
茶
羅
像
一
。

か
ら
も
明
白
と
言
え
る
。
然
ら
ば
円
珍
が
こ
の
三
年
間
の
円
仁
や
良
房
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
不
空
白
絹
索
観
音
が
藤
原
氏
に
と
っ
て
氏
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寺
信
仰
の
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
事
、
ま
た
円
仁
が
良
房
に
惟
仁
親
王
の
宝
砕
を
祈
願
す
る
た
め
不
空
白
絹
索
観
音
像
の
鋳
造
を
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勧
め
た
事
の
二
点
を
知
っ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
或
い
は
良
房
か
ら
惟
仁
親
王
の
宝
詐
の
祈
願
を
要
請
さ
れ
た
円
仁
が
、
嘗
て

自
身
が
果
た
す
事
の
で
き
な
か
っ
た
『
不
空
霜
索
神
変
真
一
一
一
日
経
」
第
三
十
巻
の
請
来
を
円
珍
に
要
請
し
た
と
捕
え
る
事
も
可
能
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

詰
ま
る
と
こ
ろ
良
房
を
最
大
の
後
ろ
楯
と
す
る
円
珍
に
と
っ
て
、
ま
た
藤
原
氏
の
庇
護
を
得
る
事
に
よ
り
さ
ら
な
る
勢
力
の
拡
大
を

目
論
む
天
台
宗
に
と
っ
て
、
数
種
存
在
す
る
不
空
嬬
索
経
典
の
中
、
も
っ
と
も
内
容
的
に
充
実
し
た
こ
の
『
不
空
嬬
索
神
変
真
言
経
」

全
三
十
巻
の
早
急
な
る
完
備
は
明
ら
か
に
目
下
の
責
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

-'-，、、

お

わ

以
上
、
円
珍
の
請
来
し
た
「
不
空
崩
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
『
不
空
絹
索
呪
心
経
』

一
巻
で
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は
「
不
空
嬬
索

神
変
真
言
経
』
三
十
巻
の
内
の
一
巻
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
来
た
。
乙
の
「
不
空
縄
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
は
「
智
証
大

師
請
来
目
録
』
に
お
い
て
他
七
十
種
の
典
籍
類
と
共
に
「
並
本
寺
目
録
闘
本
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
当
時
延
暦
寺
に
存
在
し
な
い
典
籍

類
で
あ
っ
た
た
め
に
請
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
そ
の
存
否
す
ら
も
明
白
で
な
い
「
不
空
縞

索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
の
正
体
を
解
明
す
る
唯
一
の
手
懸
り
と
な
る
の
で
あ
る
。

円
珍
入
唐
以
前
、
延
暦
寺
に
存
在
し
な
い
不
空
縄
索
経
典
が
『
不
空
絹
索
神
変
真
一
吉
一
回
経
』
第
三
十
巻
で
あ
っ
た
事
は
、
以
下
の
点
か

ら
も
明
言
す
る
事
が
で
き
る
。
奈
良
期
、
『
不
空
嬬
索
呪
心
経
』

一
巻
の
存
在
が
頻
繁
に
確
認
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
『
不
空
調
索
神
変

真
言
経
』
三
十
巻
の
場
合
は
『
正
倉
院
文
書
』
の
記
述
「
不
空
縄
索
神
変
真
言
経
三
軟
骨
巻
欠
第
六
第
叶
」
の
如
く
、
第
六
巻
と
第
三



十
巻
の
二
巻
が
欠
本
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
平
安
期
に
入
り
真
言
宗
が
空
海
の
第
六
巻
、
円
行
の
第
三
十
巻
の
請
来
に
よ
っ
て

不

空
回
帽
索
神
変
真
言
経
」
全
三
十
巻
の
完
備
を
見
た
の
に
対
し
、
天
台
宗
は
円
仁
の
承
和
十
四
年
（
八
四
七
年
）

言
経
二
巻
第
六
第
七
」

の
「
不
空
語
索
神
変
真

「
不
空

の
請
来
を
以
っ
て
し
で
も
未
だ
第
三
十
巻
を
欠
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
円
珍
の
請
来
し
た

『
不
空
霜
索
神
変
真
言
経
』
第
三
十
巻
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

縞
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が

円珍請来の菩提流志訳『不空頴索経J一巻について

等
が
そ
の
可
能
性
は
八
四
七
年
か
ら
八
八
五
年
の
聞
に
天
台
宗
へ
も
「
不
空
霜
索
神
変
真
言
経
』
第
三
十
巻
が
も
た
ら
さ
れ
、

の
記
述
「
不
空
絹
索
神
変
真
一
言
経
三

『
不
空
語
索
経
』

し
か
も
そ
れ

の
略
称
で
表
記
さ
れ
て
い
た
と
す
る
『
諸
阿
闇
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』

十
巻
貞
元
円
覚
党
釈
。
敏
一
一
神
変
真
言
字
一
。
菩
提
流
志
」
に
よ
っ
て
実
証
す
る
事
が
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
円
珍
は
そ
の
帰
国
に
際
し
て

李
無
諸
訳
「
不
空
語
索
陀
羅
尼
経
』

一
巻
と
菩
提
流
志
訳
「
不
空
縞
索
神
変
真
言
経
」
第
三
十
巻
の
二
種
の
不
空
絹
索
経
典
を
請
来
し
、

①
「
開
元
寺
求
得
経
疏
記
等
目
録
』

や
②
『
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等
目
録
』
に
挙
げ
ら
れ
る
「
不
空
嬬
索
陀
羅
尼
経

一
巻
」
が
李
無
諸
訳
「
不
空
調
索
陀
羅
尼
経
』

一
巻
、
『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
に
挙
げ
ら
れ
る
「
不
空
摺
索
経
一
巻
菩
提
流
志
」
が
菩

提
流
志
訳
『
不
空
調
相
索
神
変
真
言
経
』
第
三
十
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
を
指
し
た
も
の
と
明
言
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

注
（

1）
 

（

2）
 

（

3）
 

（

4）
 

（

5
）
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『
大
正
蔵
」
五
五
巻
、

『
大
正
蔵
』
五
五
巻
、

「
大
正
蔵
』
五
五
巻
、

「
大
正
蔵
」
五
五
巻
、

「
大
正
蔵
』
五
五
巻
、

一一

O
二
頁
、
上
。
た
だ
し
実
際
に
は
「
不
空
白
絹
索
経
一
巻
生
日
提
留
ぶ
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
O
九
二
頁
、
上
。
お
よ
び
一

O
九
三
貝
、
上
。

一一

O
二
頁
、
上
。

一一

O
八
貝
、
上
。

一一

O
三
貝
、
上
。
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十
二
種
十
八
巻
と
は
「
法
鏡
経
一
巻
安
玄
共
厳
仏
調
訳
」
、
「
入
定
不
定
印
経
義
浄
」
、
「
最
妙
勝
定
経
一
巻
此
人
大
同
録
」
、
「
大
方
広
普
賢
所
説
経

一
巻
容
さ
姫
陀
」
、
「
大
乗
方
等
要
恵
経
一
巻
上
一
向
経
A
H
冊
f
安
山
町
商
」
、
「
大
乗
金
剛
警
珠
菩
薩
修
行
分
一
巻
冊
目
提
留
志
」
、
「
七
倶
賦
仏
母
准
提
大
明

陀
羅
尼
経
一
巻
金
一
剛
智
」
、
「
妙
法
蓮
華
経
論
一
巻
勅
郎
原
提
」
、
「
顕
揚
聖
教
諭
頒
一
巻
玄
焚
」
、
「
因
明
正
理
門
論
一
巻
義
浄
」
、
「
大
乗
広
五
極
論

一
巻
地
婆
調
羅
」
、
「
開
皇
三
宝
録
七
巻
二
。
問
。
七
O

九
o
t
十
－
o
f
－
－
十
問
。
紙
十
。

1
丘
」
。
『
智
証
大
師
請
来
日
録
』
に
載
録
さ
れ
る

典
籍
類
と
先
行
四
目
録
に
載
録
さ
れ
る
典
籍
類
の
比
較
は
、
石
田
尚
豊
氏
の
「
闘
珍
請
来
日
録
と
録
外
に
つ
い
て
」
（
「
智
証
大
師
研
究
』
、

同
編
集
委
員
会
、
平
成
元
年
、
同
朋
舎
）
に
挙
げ
ら
れ
る
「
闘
珍
入
唐
求
法
目
録
対
照
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（7
）
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
行
歴
の
研
究
』
智
護
大
師
円
珍
篇
、
下
（
昭
和
五
十
八
年
、
法
蔵
館
）
五
一
五
頁
、
上
。

（8
）
石
田
氏
前
掲
論
文
、
一

Q
三
頁
｜
一

O
一一一二頁。

（9
）
石
田
氏
前
掲
論
文
、
「
闘
珍
入
唐
求
法
目
録
対
照
表
」
参
照
。

（
m）
石
田
氏
前
掲
論
文
、
第
三
章
。

（
日
）
「
智
謹
大
師
全
集
』
（
園
城
寺
編
、
昭
和
五
十
三
年
、
同
朋
舎
）
下
巻
、
一
三
三
八
頁
、
下
。

（
ロ
）
「
智
謹
大
師
全
集
』
下
巻
、
二
三
一
八
頁
、
下
。

（
日
）
「
智
謹
太
師
全
集
』
下
巻
、
二
二
三
七
頁
、
下
。

（U
）
「
智
謹
大
師
全
集
』
下
巻
、
二
二
三
七
頁
、
下
。

（
日
）
「
智
護
大
師
全
集
」
下
巻
、
二
二
三
八
頁
、
上
。

（
時
）
「
智
護
大
師
全
集
」
下
巻
、
二
二
三
八
頁
、
下
。

（
口
）
「
智
護
大
師
全
集
」
下
巻
、
二
一
八
七
頁
、
上
。

（
同
日
）
「
大
正
蔵
』
五
五
巻
、
一
一

O
三
頁
、
上
。

（
悶
）
『
御
請
来
目
録
』
に
「
不
空
調
胴
索
真
言
経
二
巻
第
六
巻
第
二
十
巻
。
コ
干
巻
中
闘
本
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
『
大
正
蔵
」
五
五
巻
、
一

O
六

三
頁
、
上
。
）

（
却
）
『
霊
巌
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』
に
「
不
空
絹
索
神
変
真
言
経
第
六
第
三
十
両
巻
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
『
大
正
蔵
』
五
五

巻
、
一

O
七
二
頁
、
中
。
）

（
幻
）
『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
に
「
不
空
漏
索
神
変
真
一
百
経
二
巻
第
六
第
七
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
「
大
正
蔵
』
五
五
巻
、

一
O
八
一
一
良
、

6 



円珍請来の菩提流志訳『不空漏索経』一巻について

中。）

（
泣
）
「
大
日
本
古
文
書
」
↓
二
一
一
巻
、
一
六
七
頁
。

（
お
）
「
大
日
本
古
文
書
』
一
一
三
巻
、
四
七
五
貝
。

（M
）
注
（
山
口
）

（
お
）
「
大
正
蔵
』
五
瓦
巻
、
一

O
六
三
頁
、
中
。

（
お
）
「
統
群
書
類
従
』
－
千
七
輯
下
、
四
一
一
一
一
良
、
ド
。

（
幻
）
『
大
日
本
古
文
書
』
て
一
巻
、
四
一
三
百
一
。
ま
た
二
五
巻
、
六
o
f
H。

（
お
）
『
智
設
大
師
全
集
』
中
巻
、
七
O
一
民
、
上
。

（mm
）
『
大
正
蔵
』
五
五
巻
、
一
一
二
三
頁
、
中
。

（
ぬ
）
「
大
正
蔵
』
五
五
巻
、
一
一
二
三
頁
、
中
。

（
況
）
『
大
正
蔵
』
五
五
巻
、
一
一
二
二
頁
、
上
。

（
認
）
『
大
正
蔵
」
五
五
巻
、
一
一
二
二
頁
、
中
。

（
お
）
「
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
九
巻
、
三
二
二
貝
、
上
。

（
引
き
木
内
尭
央
「
慈
覚
大
師
と
智
証
大
師
の
交
渉
」
（
『
天
台
学
報
』

（
お
）
『
智
謹
大
師
全
集
』
下
巻
、
二
二
二
三
頁
、
下
。

（
お
）
『
大
正
蔵
』
七
五
巻
、
一

O
O賞
、
上
。

（
幻
）
承
和
十
四
年
（
八
四
七
年
）
二
月
十
五
日
の
官
牒
に
は

大
政
官
牒
延
暦
寺

伝
燈
大
法
師
位
徳
釜
口

伝
燈
大
法
師
位
興
勝
安
恵
円
珍
南
寂
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伝
燈
満
位
僧

一
五
号

一
九
七
三
。
）
参
照
。
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恵
売
円
真
叡
均
慈
叡
承
雲

右
大
納
言
三
位
行
右
近
衛
大
将
民
部
卿
藤
原
朝
臣
良
房
宣
。
奉
勅
。
件
等
僧
宣
補
定
心
院
十
禅
師
事
。
須
毎
日
各
転
読
大
般
若

経
。
二
巻
共
尽
一
部
。
終
日
復
始
六
時
。
亦
如
法
修
行
其
順
。
其
中
最
勝
会
。
並
臨
時
公
請
者
。
承
和
十
四
年
二
月
廿
五
目
。

と
あ
り
、
円
珍
が
三
年
前
か
ら
定
心
院
十
禅
師
の
一
人
に
補
任
さ
れ
て
い
た
事
が
窺
え
る
。
「
九
院
仏
閣
抄
」
（
『
群
書
類
従
』
二
四
輯
、

五
七
七
頁
、
下
。
）
参
照
。

「
智
語
大
師
全
集
』
下
巻
、

『
智
謹
大
師
全
集
』
下
巻
、

（お）（幻）

三
二

O
頁
、
下
。

三
三
六
頁
、
上
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


